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〔短報〕 論文について一一一主としてはじめて論文を書く人のために後
本誌に投稿された論文を読むと，はじめて論文という
ものを書いた方々からの投稿が多いためか，論文の形式
がよく、わからずに書いているものが非常に多いことに気
がつく。だがはじめての論文であれ，大学院その他の学
位論文であれ，原著として投稿する以上，守らなければ
ならない最低の条件があり，学問研究の立場から当然守
られねばならないモラルであることを承知の上で原稿を
書かねばならない。もしこれが守られていない原稿はよ
ほど権威のない学会誌でない限り受理されない。万一誤
って受理されたとしてもその論文は研究内容が疑われる
こと必定である。本誌といえども，ここに発表すれば立
派に論文の originalityや priorityが世界に向かつて
主張しうるのであるから，当然本誌はそれに答えるだけ
の権威を持たねばならず，もしその権威を保つことを怠
るならば直ちに廃刊するべきである。私は廃刊ではなく
機関雑誌として本誌が健全に発展することを心から願
い，投稿者および投稿資格者(千葉医学会会員)と最も
関係の密接な千葉大学医学部がよりよい教育と研究の機
関であることを願うこと切なる者であることをおことわ
りして本題にはいろう。
原著は著者の研究の結果の報告であり，方法，結果が
その時点までに発表されたことの独創的なものを含まね
ばならない。他人の研究はもちろんのこと，同一人の研
究であっても一度発表したものは原則として原著として
は二度と発表不可能なものである。雑誌によっては原稿
に添えて「論文に取り扱われた材料は抄録として以外に
は如何なるところにも発表したことがない」ということ
を一筆入れなければ原稿を受領しない，と投稿規定に明
記しである雑誌(例:J. Neurophysiol.)もある。比較
その他で，すでに発表された図などを掲載する場合に
は，すでに発表された論文を掲載した雑誌の編集者に許
可を求め，転載のむねを明記しなければならない。いさ
さか前後したが論文を書くことを，思い立つたなら，投稿
を予定する雑誌の投稿規定をよく読むことが投稿者の義
務であることを強調する。千葉医会誌にも投稿規定があ
るのであるから，これは読まれ，守られねばならない。
従来の投稿規定は改定中と聞くが毎巻，目につきやすい
場所に掲載されるよう編集者にお願いする。投稿規定に
はまた，前記のごとく原著の性格を明らかにする一行が
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あることを期待する。
きびしく投稿規定が守られればもはや論文の形態に関
しではなんら欠陥はないはずであるが，若干の注意すべ
き点を考えてみよう。 
1. 表題。簡にして要，そして論文の内容といささか
のずれがあってはならない。 
2. いわゆる所属名。この書き方は本誌では非常に乱
れている。私は異論もあると思うが，著者の所属する場
所ではなく，論文の研究がなされた場所を記するのが原
著の場合には(総説等は除く)原則であると考える。こ
れは研究が行なわれた場所の長たる方への礼儀である。
そしてこの長たるものは自己の管理する研究単位(講座
等)からよい論文が出ることを誇りとし，またそれ自体
が彼の管理者としての業績であって，このことは高く評
価されねばならない。実際には著者の属する単位が別で
ある場合がある。この場合は脚註すれば良い場合が多い
であろう。所属名の次に(指導00教授)， (主任00教
授)というのがみられるが，これは前述にかかわらず不
必要である。歴史の古いドイツの雑誌等には (Direktor: 
Prof. N. N.)などとみられるが，これは 19世紀の名残
りであろう。歴史は古いが編集者の感覚の新しいとみら
れる PflugersArch.などにはこのようなものはみられ
ない。
参考までに本誌 44巻 4号を見られよ。 8つの論文で
いわゆる所属名は 6 7とおりの書き方をとり，しかも"， 
同じ教室から提出された論文がーっとして同一様式を取
らなかったことは千葉医学会の一員として恥、しく思う。 
3. 著者名，著者は研究にたずさわった者のみ，そし
て研究にたずさわった者全員の氏名を，特にABC順等
と指定のない限り，研究に対する貢献度順に列記するべ
きである。研究とは無関係な大学外の人々でもこうある
べきであると思うような自明なことが守られないようで
は大学の封建性うんぬんと非難されてもいたし方あるま
い。(この項「いのはな同窓会報J40号 (69.2.1)参照) 
4. 本文。この短い論説で詳細を述べることは不可能
であるから，最も重要なことではあるが省略する。成書
を読み，先輩とよく討論されたい。編集者には少なくと
も原著だけは本文の体裁も一定のものに統一されるよう
に望む。 
5. 献辞等。ここにもいささかの誤りは許されない。
これが「御校閲を賜わった」論文かと疑いたくなるよう
1050 論文について一一主としてはじめて論文を書く人のために
な論文では困る。指導を受けた方にのみ「御指導を感
謝」すれば良い。
文献。従来の投稿規定によればとの様式は一定で 6. 
ないが，少なくも原著の場合は必ず一定の様式を取るべ
きであった。そして原著では引用文献の表題も必要であ
ると考える。 この点についても編集者の統一見解を望
む。現行では一定の形式がないとしても，同一論文内で
文献の書き方に統ーを欠くことは許されない。引用文献
はすべて自分の目で確かめなければならない。どうして
も不可能な場合には孫引きをした文献名をあげてそのむ
ねをしるす。
ついでながら学位論文に関して私見を述べる。千葉大
学学位規程には学位論文が原著であらねばならないとは
どこにも記されていないが，学内の常識として学位論文
即原著と考えられているとすると，近時研究の多様化，
大型化により単独研究が少なくなって行く傾向のある折
から，また，研究者は一般に先達との共同研究により，
研究の手ほどきを受けるものであるから，その研究の成
果は共著で発表さるべきものであることを考えると，学
位論文が単独名の原著でなければならないということは
不合理であることが明白で、あり，この点に関しては大学
院教務委員会に見解を明らかにすることを求める。学位
論文は，多くのヨーロッパの大学におけるごと<，学位
希望者が研究に参加したいくつかの論文の書き換えを学
位論文にした方がより合理的であり，この時千葉医学会
誌はその存在価値を高めるかも知れぬ。
研究は研究者個人のものであると同時に研究単位のも
のであり，公のものである。大学全体の経費は教育と研
究のためのものであるのに，研究の最終産物である論文
に要する費用が， 公費で支払われないという現行制度 
(?)は誤りである。公の機関で，公の研究費で行なわ
れた研究の原著であるならば，大学院学生の著であって
も公費からその掲載料，別刷代(現在は教室ができ上が
った印刷資料を購入するということで公費の支出が認め
られている)が支払わるべきと考える。教官の著につい
ては言うまでもない。他の国々で，研究者が生活費から
論文の費用を支払っているというのは寡聞の故か知らな 
、。ν
最後に千葉大学学位規程第 14条に， 
I 学位の授与を受けた者は学位の授与を受けた白か
らl年以内に，その学位論文を印刷公表するものとする。
ただし，既に印刷公表したものはこの限りではない。 
2 前項の規定により学位論文を公表する場合には，
「千葉大学審査学位論文」と明記しなければならない。
とあるがほとんどすべての学位論文がこの第 2項を守
っていないことを附記して学位希望者の注意を喚起しょ
フ。
いささか形式論に走ったが，内容は形式よりはるかに
重要であり，優れた研究発表のための形式論であること
をおことわりする。 (69年 2月7日，医学部懇談会の日
に。)
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